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第
二

次
大
観
後
の

国
有
化
の

敷
向
に

つ

い

て

+

J
+

ノ

..コ.オ

ー

第
二

次
大

戦
後
の

国
際
社
会
に

お
い

て
､

外
国
人
財
産
の

保
護
の

問

題

が

次
第
に

重

要
視
さ

れ

る

様
に

な
っ

て

き

た
｡

中
で

も

国
有
化
問
題
は
､

国

際
法
に

お

け
る

重

要
な

課
題
の
一

つ

で

あ

り
､

低
開
発
国
へ

の

投
資
促

進
と
い

う
一

般
的
要
請
と

関
連
し
て
､

低
開
発
国
､

発

進
国
の

双

方
に

と

っ

て

対

立
の

接
点
と

し

て

の

機
能
を

持
つ

に

至
っ

て

い

る
｡

特
に

こ

れ

は

次
の

二

点
に

お
い

て

著
し
い

｡

第
一
は
､

国
有
化

が

低
開
発
国
に

と
っ

て

は
､

そ

の

政
治
的
独

立

と

並
ぶ

経
済
的
独
立

を

獲
得
す

る

た

め
の

必

要
不

可
欠
の

主
権
行

為
で

あ

る

と

主
張
さ

れ

る

の

に

対

し
､

投
資
国
側
か

ら

は
､

迅
速
､

十
分
か

つ

実
効
的
補
償
な

き

国
有
化
は
､

外
国
投
資
を

阻
害

さ

せ

る

重

大
な

障
害
で

あ
り
､

投
資
に

対

す
る

保
証
が

不

安
定
な

ま

ま
に

(

1
)

低
開
発
国
援
助

を

強
制
さ

れ

る
こ

と
に

対

す
る

不

満
と

し

て

表
わ

れ
る
｡

第
二

は
､

よ

り

根
本
的
な
､

国

際
法
の

進
化
に

つ

な

が

る

問
題
で

あ

る

が
､

国
有
化
を

含
め

た

外
国
人

財
産
の

保
護
に

関
し

て

適
用
さ

れ

る

国
際

法
の

伝
統
的
法
原
則
が
､

そ

れ

と

基
盤
を

異
に

す
る

政

治
的
･

経
済
的
イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

か

ら

生

ま

れ

た

新
し
い

見
解
と

対

立

し
､

厳
し
い

試
鋏
を

受

け
で

い

る
こ

と

で

ぁ

る
か

す
な
わ

ち

自
由
主

義
を

基
謁
と

す
る

国
際
汰
の

佗
-

h

J

古
典
的
原

則
が
､

経
済
基
礎
と

し

て

の

自
由
主
義
を

排
除
し
､

自
国
の

重

ヽ

ヽ

大
な

ナ
シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト
に

基
い

て
､

私

有
財
産
保
護
の

原
則

の

制
限
を

主
張
す
る
､

多
数
の

新
興
国
に

も

適
用
さ

れ

る

共
通
の

基
礎
と

な

り

う
る

か

香
か

の

問
題
で

あ

る
｡

こ

の

様
な

問
題
点
を

内
蔵
す
る

国
有
化
と
い

う
法
現
象
を

検
討
し

た

易

合
､

奇
妙
な
こ

と

に

そ
の

実
体
､

概
念
が

意
外
に

唾
昧
で

あ

る

場
合
が

多

い
｡

例
え

ば

外
国
人

財
産
に

対

す
る

侵
害
行
為

を

取
扱
っ

た

文
献
に

お

い

て

も

宍
β

已
m

き
叶

O

n

(

取

得
)
､

0

0

n

哲
｡
む

已
｡

n

(

補
償
な

き

収

用
)

､

巴
s

p
O
S
∽

e

巴
○

ロ

(

強

奪
)

､

計
t

e

ロ
t

訂
ロ

(

抑

留
)

､

¢
出

七

岩
p

ユ

邑
○

ロ

(

収

用
)
､

n
b

巨
○

ロ

巴
-

夢
t
-

O

n

(

国

有

化
)

､

蒜
e
←

監
t
-

○

ロ

(

徴

発
)
､

邑
N

ロ
→

e

(

差

押
え
)

､

t

p

E
ロ

g

(

取

得
)

等
の

色
々

の

言
菓
が
､

そ

れ

ぞ

れ

著
者

に

よ

り

若
干
の

ニ

ュ

ー

ア

ン

ス

を

異
に

し
て

用
い

ら

れ

て

居
り
､

総
括
的

な

把
握
を

非
常
に

困

難
に

し

て
い

る
｡

こ

の

原
因
と

し
て
､

国
有
化
と
い

う
概
念
自
体
､

比

較
的
新
し
い

も
の

で
､

内
容
が

未
だ

よ

く

熟
し

て

い

な
い

と

い

っ

た

事
情
が

考
え

ら
れ

る
｡

収
用
な
る

概
念
の

起
原
が

ロ

ー

マ

時
代
に

迄

遡
る
の

に

対

し
､

国
有
化
と

い

う

言
葉
が

最
初
に

用
い

ら

れ

た
の

は
､

一

九
一

七

年
一

二

月
に

ソ

ダ
イ

エ

ト

革
命
政
府
が

発
表
し
た

｢

銀
行
国
有
化
に

関
す

る

命
令
+

及
び

翌

年

の

｢

主
要
運
輸

業
､

産
業
企
業
の

国
有
化
に

関
す
る

命
令
+

で

あ

る

と

云

(

2
)

わ
れ

て

い

る
｡

し
か

し

当

時
に

お

い

て

も

国
有
化
と
い

う
言
葉
が

用
い

ら

州

…

㌶
調
州
醐

㌍
椚
如

㌫
軒

一

般
的
に

使
わ
れ

る

様
に

な
っ

た

更
に

も

う
一

つ

の

事
情
と

し

て
､

国
有
化
の

概
念
に

多
く
の

非
法
律
的
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第 二 次 大 戦 後 の 国 有化
一 覧

国 有 化 の 動 轢

戦後
処理

国 有 化 の 対 象

経済の主要部門

4 8 の 産 業部門

鉱工 業企業

従業員 1 0 0 名以上 の 企業

従業員 5 0 名以上の 企業

鉱工業 , 金融部門

主 安 産 業

産 業, 商事部門

銀 行

石油 , 運輸

主 要 産 業

水 , 電気等 の 公益事業

ア ン グ ロ
･

イ ラ ン ア ン 石油会社

銘 産 業

ユ ナ イ テ ツ F
･ フ ル ー ツ社

土地 , 建物

銀 行

ス エ ズ運1可

外 国 銀 行

A m e r i c a n & F o r e i g n I
〉
o w e r

郊 外 住 宅

オ ラ ン ダ 系企 業

オ ラ ン ダ系公益事 業

A m e ri c a n & F o f ei g n P o w e r

貴 地

米国系全企菜

I n t e r n a t i o n al T e l e p b o n e

石 油 企 業

外国人所有農地

一 般 企 業

製粉 , 鉱 山, 保険

石 油 企 業

ユ ニ オ ン
,
ミ ニ エ ー ル

セ メ ン ト 製糖等

石 油 企 業

石油企業 .
ゴ ム

金敵 , 貿易, 特定産 業

国 名

ポ
ー

ラ ン ド

ユーゴ ･ ス ラ グイ ア

ブ ル ガ リ ア

ハ ン ガ リ ー

チ ェ ッ
コ ･ ス ロ プ アキ ア

′レ
ー
マ ニ ア

オ
ー ス ト ワ ァ

中 共

コ ス タ
･

ワ カ

ビ ′レ マ

ア ルービ ン ナ ン
シ リ ア

イ ラ ン

ボ ワ ダイ ア

グ ア テ マ ラ

ア ル ノ ヾ ニ ア

イ ン ド

ア ラ ブ連合

ア ラ ブ連一合
ア ル ゼ ン チ ン

ユ
ー ゴ ･ ス ラグイ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

ブ ラ ジ ル

キ ュ
ー バ

キ ュ
ー バ

プ ラ ク ′レ

セ イ ロ ン

ア ラ ブ連合

ピ ノレ マ

ア ル ジ ェ リア

ア′レ ゼ ン チ ン

コ ン ゴ ( キ ン サ シ ヤ )

シ ワ ァ

シ リ ア

イ ン F ネシ ア

タ ン ず エ ア

時 期

桓治的桓会化桓済的け妄三
ナ

肪

4 7

2 4

4 8

墟

5 0

4 7

5 0

2 1

1 8

1 6

3 1

2 1

2 1

6

一
一
皿

一
一

:

一
. 6

9

8

.

3

1 0

3

-

∂

A
-

7

5

-

∂

7

ハ

の

】

∂

n

力

8

0

1

1

2

3

一
一
+

一
一
一
一
一

94 5

紬

9 4 7

94 5

鵬

9 4 7

9 4 6

細

9 4 8

9 4 8

9 6 ｡

g 5 1

9 5 1

9 5 2

g5 3

9 5 4

9 5 5

9 5 6

9 6 7

9 5 8

捌

捌

9 5 9

捌

9 5 9

96 ｡

9 6 2

9 6 2

9 6 3

9 6 3

9 6 4

9 6 4

9 6 4

弼

9 6 5

9 65

9 67

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

6

6

7

6

1

2

1

3

6

企
U

9

4

9

6

9

2

4

9

1

2

2

1

2

3

1

1

2

1

1

6

2

1

1

3

7

7

1

7

2

2

5

5

6

7

2

5

1

0

1

1

3

3

2
･

l

1

. 1

一

. 1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

○

○

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

D

0

0

0

0

0

0

C

O

0

0

2 .

∂0 3

本 表は I n t e r n a t io n a l L e g al
址 a t e ri a l ･ V Ol･ ト 5･

F o i g もe l ･
=

N a t i o n a l i ヱ at i o n a n d C o m p e n s a t i o n ･

‖

p p
･ 7 7 - 9 4 ･

小田滋 .

=

外 国資産
･ 外国企業 ･ 国有化 の 最近例

,,
ジ ュ り ス ト N o ･ 3 0 7 , p p ･ 1 46 - 1 4 8 ･

F ri ed m a n
=

E x p r o p
-i a t i o n i n I n t e r n at i o n a l I + a W

=

p p ･ 2 6 - 6 6 ･

専上 り作成 .

フ ラ ン ス , 英 国, オ ラ ン ダ, ニ 1
- ジ ラ ン ト博 先進 卸 こお け る国有化 は含 ま な い ･
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フ

ァ

ク

タ

ー

が

含
ま
れ

て

居
り
､

こ

れ

が

国
有
化
自
体
を

非
常
に

複
雑
な

実
体
な

ら

し

め
て

い

る

こ

と

が

考
え

ら

れ

る
｡

本
稿
に

お

い

て

は
､

国
有

化
問
題
解
明
の

一
つ

の

手
が

か

り

と

し

て
､

こ

れ

ら

国
有
化
の

背
景
に

あ

る

国
家
的
利
益
を

検
討
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

第
二

次
大
戦
後
の

国
有
化

の

動
向

を

考
察
し

た
い

と

考
え

る
｡

そ

れ

は

我
々

が

国
有
化
に

関
し

て
､

何
が

現
実
に

妥
当
す
る

法
で

あ

る

か

を

検

討
す
る

場
合
､

個
■々
の

国
有
化

措
置
を

動
機
づ

け

る
ナ

シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト

の

内
容
が

決
定

的
な

真

夏
性
を

持
つ

易
合
が

多
く
､

事
実
フ

ォ

イ

ゲ
ル

が

指
摘
す
る

如
く
､

い

か

な

る

法
制
度
で

あ
れ
､

そ

の

制

度
の

下
に

制
定
さ

れ

た

法
規
範
が
､

そ

の

構
成
員
の

利
益
を

表
明
し

た

も
の

で

な

け

れ
ば
､

こ

れ

ら

の

制
度
が

長

期
間
に

わ

た
っ

て

実
効
的
に

機
能
す
る
こ

と

は

期
待
し

え

な
い

か

ら
で

あ

(

ヰ
)

る
｡

以

下
､

戦
後
の

国
有
化

措
置
を

そ
の

動
機
か

ら

戦
後
処
理
､

政
治
的
要

因
､

社
会
化
､

経
済
的
要
因
､

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

の

五
つ

に

分
け
て

検
討

し

て

み

た
い
｡

〓

〔

戦
後
処
理
〕

第
二

次
大

戦
に

至

る

ま

で

例
外
的
存
在
で

あ
っ

た

国
有
化
が

大
戦
後
一

般
的
と

な
っ

た

の

は
､

特
に

東
欧
諸
国
に

お

け

る

戦
後
処
理

と

し
て

の

国

有
化
が

最
初
で

あ

る
｡

第
二

次
大
戦
中
､

そ

の

占
領
地

域
に

お

け
る

ナ

チ

ス

の

財
産
没
収
は
､

当
初
は
ユ

ダ

ヤ

人
及

び

政
治
犯
に

限
ら
れ

て

い

た

が

次
第
に

そ
の

範
囲
､

対

象
が

拡
大
し

て

い

っ

た
｡

こ

れ

ら
の

没
収
措
置
の

結
果
､

工

業
･

金
融
の

支
配
権
と

所
有
権
は
､

Ⅰ
･

G
､

ド

イ

ツ

銀
行
等

の

少
数
の

大
ト

ラ

ス

ト

に

集
中
し
､

東
欧
諸
国
に

は

莫
大

な

ナ

チ

ス

の

朋

(

5
)

∂

収
奪
財
産
が

集
っ

た
｡

こ

れ

ら
の

財
産
は
､

一

例
え

ば

ポ
ー

ラ

ン

ド

で

ナ

チ

ス

に

収
奪
さ

れ

た
ユ

ダ
ヤ

人
の

財
産
は

総
額
一

〇

-
二

〇
億
ド
ル

と

推
定

さ

れ
て

お

り
､

こ

れ

は

チ
ェ

ア

コ

･

ス

ロ

ヴ
ァ

キ

ア
､

ユ

ー

ゴ

●

ス

ラ

グ

ィ

ァ

に

お
い

て

も

同
様
で
､

こ

れ

ら

諸
国
が

ナ

チ

ス

の

支
配
か

ら

解
放
さ

れ

た

時
､

そ
こ

に

は

広
大
な

経
済
的
真
空
状
態
が

生

じ
た
｡

す
な

わ

ち
､

戦
争
中
多
く
の

企

業
が

放
棄
さ

れ
､

或
い

は

他
人
の

経
営
す
る

と
こ

ろ

と

な

り
､

戦
争
終
了

後
に

は

新
し
い

経
営
者
が

企
業
に

資
本
を

投
下

し

て

企

業
の

再
建
に

着
手
し
て

お

り
､

元

の

所

有
者
は

死
亡
し
た

り

或
い

は

帰
国

を

拒
否
し

た

り
で
､

多
く
の

場
合
､

原
所
有
者
を

確
認
す
る

こ

と

は
､

所

(

6
)

有
権
の

複
姫
化
に

よ
り

非
常
に

困

難
な

状
態
に

な
っ

て

い

た
｡

一

方
､

ブ

ル

ガ
リ

ア
､

ハ

ン

ガ

リ

ー
､

ル

ー

マ

ニ

ア

等
の

旧

短
軸
国
側

に

お

い

て

も
､

旧

ナ
チ

ス

ヘ

の

協
力
者
の

財
産
を

没
収
す
る

法
律
が

制
定
さ

れ

て
い

た
｡

以

上
の

様
な

復
姓
な

所
有
関
係
を

解
決
す
る

も

の

は
､

も

は

や

既
存
の

手

段
で

は

な

く
､

新
し
い

概
念
の

導
入
が

必

要
と

な
っ

た
の

で

あ
る
｡

こ

れ

ら
の

放
置
さ

れ

た

財
産
､

無
主
の

財
産
或
い

は

法
律
に

よ

り

没
収
さ

れ

た

財
産
等
は
､

そ

の

大
部
分
が
､

当
該
財
産
の

所
在
す
る

国
の

政
府
に

よ

っ

て

国
有
化
さ

れ

る
こ

と

に

よ

り
､

問
題
の

解
決
が

は
か

ら

れ
た

の

で

あ

る
｡

か

く

し
て

第
二

次
大

戦
は
､

そ

れ
ま

で

殆
ん

ど

起
り

え

な
か
っ

た

大

規
模
な

国
有
化
へ

の

道
を

開
く

契
機
と

な
っ

た
の

で

あ

る
｡

〔

政
治
的
要
因
〕

国
有
化
は

元

来
､

高
度
に

政
治
的
な

措
置
で

あ

り
､

国
家
は

こ

れ

に

よ

っ

て

経
済
体
制
の

全
部
又

は
一

部
を

変
革
し

う
る
の

で

あ
る
｡

一

九
四

五
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-
一

九
五

〇
年
に

か

け

て

行
わ

れ
た

東
欧
語
国
の

国
有
化

措
置
は
､

政
治

的
動
機
が

極
め
て

顕
著
な

例
で

あ
る
｡

こ

れ

ら
の

国
有
化
の

大
部
分
は

政

治
的
イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

か

ら

生

じ
､

ソ

ダ
イ

エ

ト

の

支
配
に

基
く

社
会
主
義

経
済
化
を

目
ざ

し
た

も

の

で

あ
っ

た
｡

一

九

四

八

年
二

月
二
一

日
の

畠
地

改
革
に

関
す
る

チ

ェ

ア

コ

法
律
第
四

六

号
は

次
の

如
く

規
定
す

る
｡

｢

本
法
律
に

特
別
の

規
定
が

な
い

限
り
､

土
地

の

所
有
は

次
の

如
く

限
定
さ

れ
る
｡

す
な
わ

ち

貞
業
生

産
の

た

め

の

土

地

は
､

ク

土

地

は

そ

こ

に

働
く

者
に

属
す
る
″

と
い

う
原

則
に

従
っ

て
､

現
実
に

労
働
し
て

(

7
)

い

る

者
の

手
に

渡
さ

れ
な

け

れ

ば

な

ら

な
い
+

｡

一

九
四

六

年
一

二

月
五

日

の

ユ

ー

ゴ

･

ス

ラ

グ
ィ

ア

民

間
企

業
国
有
化

法
前
文
は

次
の

如
く

規
定
す
る
｡

｢

国
家
経
済
の

開
発
に

際
し
､

国
家
の

主
た
る

支
え
と

な

る

生

産
手

段
の

人
民

に

よ

る

所
有
の

原
則
､

人

民

を

搾
取
か

ら

守
る

と

い

う
原

則

と

共
に
､

人

民
の

重

大
な

利
益
を

保
護
し
､

労
働
者
の

繁
栄
を

促
進
す

(

8
)

る

た

め

に

本
法
律
を

制
定
す
る
｡

+

ル

ー

マ

ニ

ア
､

ハ

ン

ガ

リ

ー

等
に

お
い

て

も

同
様
の

趣
旨
の

国
有
化
令
又

は

声
明
が

出
さ

れ

て

い

る
｡

こ

れ

ら

の

政
治
的
主

張
は
､

人

民

の

た

め

に
､

一

部
の

国
民
の

私
有

財
産
所
有
を

排
除
す
る
こ

と

が

最
終
的
目

標
で

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

の

様
な

イ

デ

オ
ロ

ギ

ー

的
要
因
は

そ
の

後
は

見
ら
れ

ず
､

政
治
的
動
機
の

国
有
化
と

し

て

は
､

外
国
の

特
定
措
置
に

対

す

る

不

満
の

表
明

手
段
と

し
て

の

政
治
的
報
復
の

意
図
か

ら

行
わ

れ

る

国
有
化
が

生

ず

る

様
に

な
っ

た
｡

例
え
ば

米
英
両
国
の

ア

ス

ワ

ン

･

ハ

イ

ダ
ム

借
款
拒
否

が
エ

ジ

プ

ト
に

ょ

る

ス

エ

ズ

運
河

国
有
化
を

招
き
､

オ

ラ

ン

ダ
の

西
イ

リ

ア

ン

併
合
声
明
が

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

に

よ

る

オ

ラ
ン

ダ

系
資
産
の

国

有

化

を
､

又

キ
ュ

ー

バ

に

対

す
る

制
裁
措
置
と

し
て
､

米
国
議
会
が

砂
糖
法
改

正

案
を

上

程
し
た

の

を

契
機
と

し
て
､

キ
ュ

ー

バ

が

米
国
人

資
産
の

国
有

化
を

行
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

国
有
化
の

原
因
と

さ

れ

る

外
国

の

特
定
措
置
は
､

国
有
化
国
に

と
っ

て

は

自
国
の

期
待
に

背
き
､

不

利
益

を

も

た

ら

し
､

非
友
好
的
措
置
で

あ

る

と

考
え

ら
れ
､

そ

れ

故
こ

れ

ら
の

措
置
を

違
法
な

も
の

と

考
え
て

報
復

措
置
に

出
る

訳
で

あ

る

が
､

そ
の

実

体
を

客
観

的
に

考
え

る

な
ら

ば
､

そ

れ

ら
の

措
置
自
体
は

国
有
化
国
が

主

張
す
る

如
き

不

法
行
為
の

性
質
を

持
つ

も
の

で

は

な
い
｡

た

だ

そ

れ

ら
の

措
置
が
､

国

有
化
国
の

ナ

シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト

に

反
す
る

も
の

で

あ

る

が

故
に
､

国
有
化
国
側
は

外
国
人
財
産
の

取
得
と

い

う
非
友
好
的
報

復
措
置
を

と
っ

て

対

抗
す
る

の

で

あ

る
｡

そ

れ

故
､

こ

の

様
な
タ

イ

プ

の

国
有
化
に

は

政
治
的
考
慮
が

大
き

く

作
用
す

る
の

で

あ

る
｡

し
た

が
っ

て

国
有
化
が
､

こ

の

様
な

政
治
的
要
因
に

基
く

場

合
に

は
､

当
該
国
有
化
措

置
が

非
友
誼
的
な

も
の

で

あ
る

こ

と

を

相
互

に

主
張
､

非
難
す
る

こ

と

は

出
来
て

も
､

国
有
化
の

合
法
性
を

判
断
す
る

客
観
的
基
準
と

し
て

こ

れ

を

援
用
す
る
こ

と

は

不

適
当
で

あ

ろ

う
｡

〔

社
会
化
〕

一

九
四

八

年
六

月
二
一

日
の

法
律
第
七
一

号
に

よ
っ

て
､

コ

ス

タ

リ

カ

は

国
内
の

民

間
銀
行
を

国
有
化
し
た
｡

政
府
は

国
有
化
に

関
す
る

声
明
の

中
で

国
有
化
を

行
う
理

由
を

次
の

様
に

説
明
し

て

い

る
｡

｢

現
在
の

産
業
活
動
は

大
き

く

銀
行
に

依
存
し

て

お

り
､

銀
行
の

活

動
は

私
人
の

管
理
の

下

に

委
ね

ら
れ

る
ぺ

き

も
の

で

は

な
い
｡

又

銀
行

-
八

J

ほ

自
ら
の

資
本
だ

け
で

は

な

く

国
民

の

貯
蓄
を

扱
っ

て

い

る
｡

そ

れ

朗
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･
故
､

銀
行
の

利
潤
は

限
ら

れ

た

株
主
の

た

め
よ

り

も
､

社
会
全
体
の

た

(

9
)

め

に

使
用
さ

る
べ

き

も
の

で

あ

る
｡

+

以

上
の

様
に
､

主
と

し
て

低
開
発

国
が

経
済
発
展
の

た

め

に

社
会
主
義

制

度
を

導
入

し
た

場
合
､

銀
行
･

保
険

等
の

金
融
業
､

一

定
規
模
以

上
の

産
業
･

土

地
､

公
益

事
業
等
を

国
有
化

し

て

ゆ

く

場
合
が

多
い

｡

シ

リ

ア
､

ビ

ル

マ

､

ア

ラ

ブ

連
合
等
の

社
会
主
義
を

採
る

国
に

お

け

る

国
有
化

(

10
)

は

そ
の

代
表
的
な
も

の

で

あ

る
｡

最
近
で

は

ア

ル

ジ
ェ

リ

ア
､

タ
ン

ザ
ニ

(

11一
)

ア

等
で

国
有
化
を

含
め

た
一

連
の

社
会
主
義
政
策
が

採
ら

れ
､

こ

れ

ら

は

ア

フ

リ

カ

社

会
主
轟
と

呼
ば

れ

て

い

る
｡

こ

れ
は
､

本
来
は

階
級
な

き

社

会
主
義
を

目

標
と

し

な

が

ら

も
､

現
在
ほ

未
だ

資
本
主
義
､

封
建
主
義
が

残

存
す

る

こ

と

を

認
め
､

特
定
の

基
礎
産
業
部
門
の

み

を

政
府
の

直
接
管

理

下
に

お

き
､

毅
合
に

よ
っ

て

は

政
府
が

直
接
､

経
済
開
発

に

参
加

す

る
｡

そ

し
て

企
業
の

国
有
化
に

際
し

て

は

全
面
的
補
償
を

行
い

､

国
営
産

業
以

外
の

分
野
に

は

外
国
投
資
を

奨
励
す
る

と
い

う
穏
建
的
な

社
会
主
義

で

あ

る
｡

以
上
の

如
き

社
会
主
義
化
を

動
機
と

す

る

国
有
化
措
置
は
､

公
益
の

重

視
と

私
有
財
産
の

問
題
に

関
し

で
､

国
民
の

世
論
の
一

元
化
を

促
進

す
る

と
い

う
効
果
を

持
ち
､

又

私
有
財
産
､

特
に

大
企
業
の

財
産
所
有
が
､

低

開
発
国
に

あ
っ

て

は

社
会
的
権
力
の

問
題
と

密
接
に

連
っ

て

い

る

の

で
､

中
央
集
権
化
の

た

め
に

も
プ

ラ

ス

と

な

る
の

で

あ

る
｡

〔

経
済
的
要
因
〕

国
有

化
に

お
い

て

最
も

直
接
的
な

原
因
と

な

る
の

は

経
済
的
な
も

の

で

あ

る
｡

一

般
に

国
有
化
を

行
う
後
進
資
本
主
義
諸
国
は

第
二

次
大
戦
後
､

新
た

に

独

立
し

た

国
々

が

多
く
､

先
進
資
本
主
義
諸

国
と

較
ぺ

て

そ

の

経

済
的
基
礎
が

弱
く
､

政
治
的
独

立
は

達

成
さ

れ
て

も

経
済
的
独

立

と

な

る

と

容
易
な

事
で

ほ

な
い
｡

こ

れ

は

新
興
諸
国
の

多
く
が
､

か

つ

て

は

植
民

地

で

あ

り
､

そ
の

国
内
経
済
が

植
民

本
国
中
心
に

編
成
さ

れ
､

本
国
の

植

民

地

経
済
体
制
の

利
益
に

合
致

す
る
べ

く

形
造

ら
れ

て

い

た

た

め

に
､

独

立
し

た

後
も
､

旧

本
国
に

経

済
吋
依

存
を

余
儀
な

く
さ

れ

て

い

た

か

ら
で

あ

る
｡

そ
の

結
果
､

政
汚
の

動
き

に

経
済
の

発
展
が

追
い

つ

か

ず
■､

先
進

資
本
主
義
国
の

国
民

所
得
と

新
興
諸

国
の

そ

れ

と
の

間
に

は

大
き

な

ギ
ャ

ッ

プ

が

あ
っ

て
､

そ
の

差
は

む

し

ろ

増
大
す

る

傾
向
に

さ

え

あ

る
の

で

あ

る
｡

民

生
の

安
定
と

生

活
水
準
の

向

上

を

内
外
に

叫
ん

で

も
､

資
本
蓄
積

が

少
な

く
､

そ

れ
に

伴
っ

て

民

族
資
本
に

よ

る

産
業
の

育
成
が

望
め

な
い

場
合
､

こ

れ

ら
の

諸
国
は
､

自
国
領
域
内
に

お
い

て

活
動
し

て

い

る

外

国

人
財
産
に

目
を
つ

け
､

そ
の

活
用
を

は

か

ら

ん

と

す

る

以

外
に
､

手
近

か

に

は

採
る

手
段
が

な
い

易
合
が

多
い
｡

特
に

国
内
に

お
い

て
､

ご

く

少
数

の

人
口

が

資
本
･

資
産
を

所
有
し
､

他
の

国
民
の

犠
牲
に

お

い

て

そ

れ

ら

を

使
用
し

て

利
潤
を

あ

げ
て

い

る

場
合
に

は
■､

な

お

更
の

こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

様
に

し

て
､

民

族
資
■本
の

形
成
が

不

十
分
な

諸
国
で

は
､

こ

れ

が

国

家
経
済
の

社
会
主

義
的
改
革
と

結
び

つ

き
､

重

要
産
業
の

社
会
化
､

国
有

化
の

道
を

た

ど

る
の

で

あ

る
｡

例
え
ば

グ
ア

テ
マ

ラ

に

と
っ

て

広
大
な
ユ

ナ

イ

テ
ッ

ド
･

フ

ル

ー

ツ

社
の

土

地
が

存
在
す
る
こ

と

は
､

農
地

改
革
の

遂
行
を

不

可
能
に

す
る

性
質
の

も
の

で

あ
り
､

セ

イ
ロ

ン

に

お

い

て

は
､

外

貨
の

不

足
が

解
決
し

な

け

れ

ば
､

一

〇
カ

年
経
済
計
画
の

達
成
は

覚
つ

か

な
い

状
態
に

あ
っ

た

の

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
ほ

い

ず
れ

も

経
済
的
ナ

シ

ョ

ナ

リ
ズ

ム

に

裏
付
け

さ

れ

た

経
済
的
動
機
に

基
く

国
有
化
の

例
と

考
え

ら

れ

る
｡

き0 6
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主
要
産
業
を

国
有
化
し

た

ポ
ー

チ
ン

ド

を

初
め
､

い

く
つ

か

の

国
で
一

旦

国
有
化
が

終
了
す
れ

ば
､

そ
の

後

新
た

に

企

業
を

設
立
す
る

も
の

ほ
､

以

後
企
業
の

国
有
化
を

行
わ

な

い

と
い

う
法

律
が

制
定
さ

れ
て

い

る
｡

国

有
化
措
置
が

期
待
さ

れ

た

実
際
上
の

効
果
を

あ

げ

な

い

訳

で

も

な

い

の

に
､

国
有
化
法
と

同
時
に

民

間
投
資
を

奨
励
す
る

声
明
､

法
律
等
が

出
さ

れ

る

と
い

う

要
は
､

国
有
化
が
出

盛
的
な

経

準
事
情
に

よ
っ

て

意
図
さ

れ

た

も

の

で

あ

る
こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

〔

ナ

シ

ョ

ナ

リ
ズ

ム

〕

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

の

動

機
が

国
有
化
に

強
く

作
用
す
る

様
に

な
っ

た
の

は

最
近
の

国
有
化
の

特
徴
の

一

つ

で

あ

る
｡

こ

れ
は

国
有
化
を

行
う

国
々

の

多
く
が

新
し

く

独

立
し

た

国
々

で

あ

り
､

国
家
の

威
信
､

体
面
と
い

っ

た

も

の

が

非
常
に

重

視

さ

れ

る

か

ら

で

あ

る
｡

こ

れ

は

他
国
に

干
渉
せ

ず
､

又

他
国
か

ら

も

干
渉
を

受
け

ず
に

自
己
の

独

立
の

た

め
に

諸
々

の

政

策
を

実
施
し

ょ

う
と

す
る

低
開
発
諸
国
の

欲
求
の

あ

ら

わ

れ

で

あ

り
､

具

体
的
に

は

経
済
的
要
因
と

結
び
つ

い

て
､

国
家
が

国
有
化
に

よ
っ

て

そ
の

国
内
に

あ

る

外
国
資
本
か

ら

の

従

属
を

断
ち

切
る

こ

と
を

要
求
す
る
｡

こ

の

様
な

ナ
シ

ョ

ナ
リ

ズ
ム

の

要
因
は
､

し

ば

し

ば

他
の

い

く
つ

か

の

要
因

と

結
合
し

て

ゆ

く

特
徴
が

あ

り
､

又
こ

れ

を

原
因
と

す
る

国
有
化
は
､

外

国
人
が

当
該
国
の

経
済
的
分
野
に

お
い

て
､

有
力
な

企
業
を

支
配
し
､

経

済

界
全
体
に

強
力
な

支
配
力
を

も
っ

て

い

る

場
合
に

多
く
発
生

す
る
｡

ナ
シ

ョ

ナ
リ

ズ
ム

に

基
く

国
有
化
と

し
て

著
名
な

も
の

に
一

九
五
一

年

の

イ

ラ
ン

国
有
化
と
一

九
六

〇
年
の

キ
ュ

ー

バ

国
有
化
が

あ
る
｡

一

九
五
一

年
の

イ

ラ
ン

国
有
化
の

場
合
､

同
年
五

月
一

日
の

国
有
化
法

に

ほ

明

文
の

規
定
が

な
い

が
､

五

月
二

〇
日
の

単
一

規
定
法
は

｢

イ

ラ
ン

国
民

遥
福
と

繁
栄
及
び

世
界
平
和
を

達
成
す
る

た

め
に

…
+

と

う
た

っ

て

い

る
｡

又
モ

サ

デ

グ

首
相
が

国
際
司
法
裁
判
所
に

あ
て

た

訴
答
書
の

中
で
､

石
油
産
業
に

お

け

る

外
国
人
の

管
理
を

終
ら

せ

た
い

と
い

う
イ

ラ

ン

の

希
望
と
､

イ
ラ
ン

の

犠
牲
に

お
い

て

英
国
に

流
出
す
る

石
油
利
潤
の

｢

14

)

金
額
に

つ

い

て

の

不

満
を

述
べ

て

い

る
｡

一

九
六

〇

年
の

キ

ュ

ー

バ

国
有
化
で

ほ
､

米
国
民

財
産
を

国
有
化
し

た

法
律
の

前
文
で
､

米
国
議
会
が
キ

ュ

ー

バ

砂

糖
の

輸
入

割
当
を

引
下

げ

た

こ

と

を

非
難
し
､

国
有
化

措
置
が

米
国
に

対

す
る

報
復
措
置
で

あ
る

こ

と

を

明
言
し
､

更
に

次
の

様
に

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ス

テ
ィ

ッ

ク

な

考
え

を

打
出
し

て

い

る
｡

｢

米
国
の

砂
糖
会
社
は
､

プ

ラ

グ

ト

修
正

案
の

保
護
の

下
に
､

我

国

に

お

け

る

最
良
の

土

地

を

自
ら

占
領
し

続
け

て

き

た
｡

こ

の

修
正

案

は
､

キ
ュ

ー

バ

人
民
の

経

済
を

後
退
さ

せ
､

飽
ノ

＼

こ

と

な

き

破
廉
恥
な

所
有
を

し
て

投
資
額
の

数
倍
も
の

利
潤
を

収
め

さ
せ

る

帝
国
主
義
的
資

(

ほ
)

本
に

よ

る

侵
略
を

容
易
に

し
た

の

で

あ

る
｡

+

こ

の

他
､

エ

ジ

プ

ト
､

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

等
の

国
有
化
に

見
ら

れ

る

如

く
､

ナ

シ

ョ

ナ

リ
ズ

ム

に

基
く

国
有
化
は
､

根
本
的
に

ほ
､

自
ら

の

資
源

と

生

産
を

管
理
し
､

こ

れ

ら
の

資
漁
や

生

産
か

ら

の

収
益
を

保
持
せ

ん

と

す
る

国
家
の

欲
求
に

つ

な

が
っ

て

い

る
｡

三

国
有
化
の

概
念
に

は

多

く

の

非
法
律
的
フ

ァ

ク

タ
ー

が

含

ま

れ

て

お

り
､

国
有
化
に

内
在
す

る

動
機
に

つ

い

て

も

同
様
で

あ

る
｡

第
二

次
大
戦

7

後
の

国
有
化
の

多
く
は
､

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ス

テ
ィ

ッ

ク

な

原
因
に

基
い

て

生

釦
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じ

て

い

る
が
､

同
時
に

政
治
的
､

経
済
的
､

社
会
的
理

由
に

基
い

て

行
わ

れ

た

例

も

存
在

す
る
｡

政
治

的
､

経
済
的
､

ナ

シ

ョ

ナ

リ
ズ

ム

の

動
機

は
､

そ
れ

ぞ

れ

相
関
的
な

も
の

で

あ

り
､

例
え
ば

戦
後
の

東
欧
諸
国
の

国

有
化
に

お
い

て

支
配

的
な

動
機
は
､

直
接
に

は

戦
後
処
理

の

必

要
性
か

ら
､

そ

し

て

思
想

的
に

は

社
会
主
義
へ

の

移
行
と
い

う
政
治
的
要
因
か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

も
の

で

あ
る
｡

又
一

九
五
一

年
の

イ

ラ
ン

国
有
化
は
､

表

面

的
に

は

国
内
の

経
済
開
発
を

進
め

る

と
い

う
経
済
的
動
機
か

ら

促
進
さ

れ

た

が
､

同
時
に

強
い

ナ
シ

ョ

ナ

リ
ズ

ム

の

要
素
を

も

含
ん

だ

も
の

で

あ

っ

た
｡

こ

の

様
に

国
有
化
の

動
機
は
､

現
実
の

国
際
社
会
に

お
い

て

は
､

或
い

は

単
独
で
､

或
い

は

複
数
で

か

ら

み
あ
っ

て

作
用
す
る
｡

そ

し
て

そ

の

動
因
の

決
定
は
､

国
有
化
に

よ
っ

て

国
家
が

得
る

最
も

重

要
な

利
益
ほ

何
で

あ

る

か

と
い

う
､

ナ
シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト
の

面
か

ら

規
定
さ

れ

て

い

る
｡

そ

し

て

経
済
体
制
が

自
由
主
義
で

あ

る

と

社
会
主

義
で

あ

る

と

を

問
わ

ず
､

国
家
が

自
ら
の

目
的
を

達
成
す
る

必

要
に

迫
ら
れ

た

場
合

に

は
､

外
国
人

財
産
を

含
む

国
有
化
措
置
を

強
行
す
る
に

至
る
｡

か

く
し

て
､

今
日
の

国
際
社
会
､

特
に

低
開
発
国
に

お
い

て

は
､

国
家
利
益
の

優

先
と
､

私
人

財
産
権
の

退
潮
傾
向

が

著
し
い

の

で

あ
る
｡

以

上

検
討
し
た

如
く
､

国
有
化
の

動
機
は

様
々

で

あ

る

が
､

一
般
的
に

第
二

次
大
戦
後
の

国
有
化
の

動
機
を

概
観
す
れ

ば
､

大
戦
直
後
の

戦
争
処

理
､

政
治
的
要
因
に

塞
く

国
有
化
か

ら
､

次
第
に

経
済
的
､

社
会
主
義
的

な

要
素
が

強
調
さ

れ
､

そ

し
て

低
開
発
国
に

お
い

て

は
一

貫
し
て

ナ

シ

ョ

ナ
リ
ズ

ム

の

要

因
が

続
い

て

い

る
｡

そ

し

て

経
済
的
要
素
が

強
調
さ

れ

た

場
合
､

比

較
的
に

補
償
問
題
が

早
期
に
､

解
決
さ

れ

る
の

に

対

し
､

政
治

偶
成
い

侶

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

の

動
機
が

前
面
に

強
く

押
し

出
さ

れ

た

場
合

に

は

補
償
問
題
の

解
決
が

長
び

き
､

国
有
化
問
題
自
体
が

紛
糾
す
る

傾
向

0 8

が

あ

る

様
で

あ
る
｡

今
後
の

国
際
社

会
､

特
に

ア

ラ
ブ
､

ア

フ

リ

カ

地

域

ぅ

に

お
い

て

は
､

外
国
資
本
の

必

要

性
と

そ
の

阻
害
要
因
と

し

て

の

政
策
的

国
有
化
と

の

妥
協
か

ら
､

外

資
と
の

共
存
を
ね

ら
っ

た

穏
健
な

国
有
化
が

行
わ

れ
る

事
が

予
想
さ

れ

る
｡

(

1
)

外

国

投

資
の

阻

害

要

因

と

し

て

の

国

有
化
に

関

し

て

は

E
.

-
.

Z
弓
○

聖
-

聖
←
】

叫

訂

卜

遥
已

包

茎
Q

喜
Q

ヽ

勺
毒
血

音
声

計
焉
監
ヨ

3
叶

ぎ

b
き
乳

届
訂
屯

9
§
札

ま
琵
､

-

貰
ぃ
-

p

p
■

N

-

-
N

干

(

2
)

G
･

弓
F

訂
)

き
ぎ
ざ
訂
邑
芸
さ

Q

ヽ

勺
胃
中

音
き

ゃ
竜
寛

ぎ

一

心

示
-
〉

せ

p
.

い

一
斗
.

(

3
)

収

用

概

念
の

歴
史

的
変

質
過

鍵
に

つ

い

て

は

拙
稿

｢

国

際

法
に

お

け
る

外

国
人

財
産

尊
重

概

念
の

変

質
+
､

『

一

橋
論
叢
』

第
五

六

巻

第
一

号
｡

(

4
)

Ⅰ
･

句
O
i

甲
F
2
-
-

旨
叶

訂
ヾ

邑
訂

邑
Q

さ

b

き
乱

9
→

竜
3
岩
ぎ
芦

こ
賞
与
､

p
.

い

∞
.

(

5
)

∽
･

句

ユ
e

d

2
P

n
､

由

竜
言
笥
墨
叩

叫

3
軋

さ

計

ぎ
3

白

誉
喜
､～
ト
串

芦

-

諾
い
､

p
.

い

〇
.

(

6
)

H
●

句
○

首

訂
-

､

竜
.

(

7
)

G
●

+

司

E
t

e
､

竜
.

(

8
)

G
.

≦
1

E
t

e
､

a

O
.

(

9
)

H
,

句
○

荘

ど
ー

､

名
.

Q

芦
-

p
.

£
.

Q

賢
-

p
.

N

〇
.

Q

賢
､

せ
.

筈
.

(

1 0
)

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

の

国

有

化
に

つ

い

て

は

.
訂
訂

∋
已
叫

Q

喜
､h

ト

遥
已

昏
訂
→

訂
訂
-

く
○
-
.

『

ア

フ

リ

カ

産

済

事
情
』

第
六

巷
第
六

号

h
､

Z
〇
･

い
}

下

毛
山
.

五

〇

頁
､

第
六

巻
第
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ー

ト

凸
V

(

Uβ

七

号

四

八

頁
｡

(

1 1
)

タ

ン

ザ
ニ

ア

の

国
有

化
に

つ

い

て

は

①
ざ
P

ミ

等
首

由
Q

3
Q

邑
Q

知

等
叫

き
亡

こ

芸
ご

Z
〇
.

-

人
E

監
t

A

琵
O

p
)

p
-

戸
ゝ

-ゝ

訂
辞

さ

知

名
弓
ト

〉

呂
賀
O

F
)

-

芸
N

-

ワ

N

い
･

『

ア

フ

リ

カ

経

済

事
情
』

第
七

巻

第
三

号

八
四

頁
以

下
､

第
七

巻
第

四

号

一

四

八

頁
以

下
｡

(

1 2
)

H
.

句
○

訂
F
e
-

〉

竜
.

邑
.

〉

七

p
.

合
1
き
一

(

1 3
)

G
.

き
1

E
t

e
〉

{

扁
J

邑
･

-

p

9

N

山

-
N

P

(

1 4
)

G
∵
司
F

訂
e
〉

名
.

邑
.

}

ワ

N

P

(

1 5
)

G
.

ノ

句

E
t

e
-

Q

や

邑
･

､

や

N

山
･

(

一

橋
大

学

大
学

院

学

生
)




